
回答した生徒はいなかった。 
授業実践の内容

学習アンケートでの生徒の回答を基に，以下の

内容で，授業実践を行った。 
実践日 年 月 日

対象生徒 福岡県内の 中学校 年生 名

単元名 時間

主眼 ？クイズで現在進行形や今まで習った

文法を使って，尋ねたり説明したりしよう！

クイズを授業内で行った。クイズの概

要は以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習アンケ―トの回答を基に仕組んだ手立ては

以下の つである。 
①学習プリントに，コミュニケーション内で使用

する英文や，聞き手側として使用する反応や質問

文を，表にして記載した。  
② クイズを行う前に，使用する英文や，

反応表や質問表の中で，読み方や意味の確認をペ

アで行わせた。 
③クイズ中に困った際は，サポーターとして隣の

席にいる，普段英語の授業内で指定されているパ

ートナーに尋ねても良いことにした。 
授業実践の結果

生徒たちがクイズをしている様子から結果をま

とめる。以下，クイズを行っている様子である。 
表 実際のクイズの様子①

聞き手 えっ，次何て言おう。 

のサポーター 服の色が違うから，（質問表を指さして）これ

は? 

聞き手

話し手

表 実際のクイズの様子②

話し手

のサポーター 反応表を見せながら この辺とか使えるよ。

聞き手 うーん。 サポータ

ーの方を見て

のサポーター 頷き，話し手 の方に手を差し出す

聞き手

話し手

①，②の場面より，サポーターに尋ねている内

容が，語彙や文法的な部分ではないことから，学

習プリントや，クイズ前の確認の時間によって，

聞き手として学習者が感じる，語彙的，文法的な

難しさを解消することができたと考えられる。こ

のような場面は，多くの生徒たちの中で見られた。

しかし，①と②の場面で，聞き手としてどの質問

をすればよいか迷っている様子が見られた。生徒

たちは，それぞれの反応や質問を使用する場面を

理解できていないと考える。よって，意味や発音

のみならず，それらを使用する場面の理解が必要

であることが分かった。学習者が聞き手として発

話をする場面を，日常的に授業内で意図的に仕組

み，理解を促していく必要があると考える。また，

授業内で， パターンを行う前に，さらに聞き手

としての発話のスキルを向上をねらい，「クイズを

していて困ったことはありませんでしたか?」と生

徒たちに会話の中での失敗事例を問いかけた。し

かし，生徒たちからは「特にないです。」と返って

きた。ここで教師が，成功事例を尋ねていれば，

生徒たちの反応は異なったのではないかと考える。

本実践内で行うことができていないので，今後の

授業実践内で行っていきたい。 

成果と課題

〇学習者が自覚している発話者である聞き手とし

ての難しさを知ることができた。また，そのよう

な難しさを緩和して聞き手指導を行うことで，日

本語から英語への変換方法が分からないことから

沈黙する場面が減った。その結果，学習者は聞き

手として質問や反応をすることで，話し手からの

会話の情報を多く入手することができ，コミュニ

ケーションのラリーを続けられることが分かっ

た。

●授業実践を分析することで分かった聞き手とし

ての難しさに対して指導の方法を検討していく必

要がある。発話者としての聞き手のスキルの向上

のために 授業実践の結果で述べた内容を中心

に，今後取り組んでいきたい。

主な引用・参考文献

文部科学省 中学校学習指導要領 外国語編 開
隆堂

坂田浩 「聞き手」からの英語スピーキング指導
の可能性

年 月 日 閲覧

・イラストの中の人物を選び，演じる。 
・2 人 組になり，会話をしながら，パートナーが誰を演じてい

るか当てるクイズである。 
・ パターン， パターンとイラストがあり，両パターンから 人

ずつ選ばせた。

・聞き手も発話者であるために， パターンは聞き手が追質問を

複数回しなければ，演じている人がわからないように設定した。 
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中学校英語科におけるコミュニケーション能力の育成に向けた授業研究
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研究の目的

文部科学省（ ）は，双方向のコミュニケー

ションを求めている。筆者は， 実践インターン

シップ実習において，相手の発言が理解できなか

ったり，自分の意見を伝えられなかったりする学

習者の困り感を目にした。そこで， ＆

が提唱する方略的能力（語彙や文法等の不足を補

い，何とかして伝えようとする能力）の育成に着

目した。何とかして伝えようとする際に用いられ

る方略（以下 ）の活用を通して，上記に示した

学習者の困り感を解消したい。加えて，コミュニ

ケーションを円滑にするための の活用により，

相手を意識した会話を実現したい。

本研究は，英会話活動における の活用が，相

手の発言を理解し，自分の考えの表現への一助と

なるか否かの検証を行う。また，本活動が，どの

学習者にどのように作用したのかの検証を行い，

指導方法の改善案を考えることを目的とする。

研究の計画

福岡県内公立中学校第１学年を対象に，英会話

活動の実践を計 回行う。実践 回目の談話記録

内容や英会話テスト得点（文法の正確性，会話の

ラリー数，役立つ表現の活用回数），活動後のアン

ケート記述内容を基に，学習者の の活用がコ

ミュニケーション能力向上に向けて，どのように

寄与したかを分析し，指導方法の改善につなげる。

研究の内容

コミュニケーション方略（ ） 
泉他（ ）によると， は，語彙や文法等の

不足を補う補償方略とコミュニケーションを円滑

にする達成方略に分類される。本実践では，聞き

返しの要求，回避，つなぎ言葉などの補償方略や，

応答や話題転換などの円滑に会話するための達成

方略を記載した「英会話で役立つ表現集」を配布

し，補償方略，達成方略ともに活用を促した。

実践内容概要 
【 前期】 令和 年 月末～ 月末実践

帯活動（全 回）

〇「役立つ表現集」暗記練習 〇ペアで 分間英会話練習

分間英会話活動本番

・ネイティブスピーカー（以下 ）とペアの 人で，「自分の

好きなもの・こと」というテーマでフリートーク

【 後期】 令和 年 月実践

帯活動（全 回）

〇聞き返しの要求，回避，つなぎ言葉，応答の方略を活用する

タスク活動 〇 人称単数の疑問文への応答練習 〇英会話テ

スト練習

分間英会話テスト本番

・ と一対一で，あらかじめ設定した流れに沿って会話

前期の実践では，英語でのコミュニケーショ

ンの仕方や「役立つ表現」（ ）の理解など知識習

得が中心で， を活用した学習者は少数だった。

そこで， 後期は， 活用場面を認識させるタス

ク活動を行った。また， を活用させるため，話

す内容と流れを設定した。特に，英語が全く理解

できないと， の活用は諦め，沈黙する場合があ

ると考え，使用する文法を絞り，文法指導を行っ

た。最後に，テスト中に， の活用回数を随時学

習者に示し，活用への意識づけをした。 
１分間英会話テスト実践考察

学級の平均の約 割が少なくとも１回は を

活用しており，今回は活用につなげる活動となっ

たと言える。また，約 割の学習者は 回以上会

コミュニケーション能力，方略的能力，コミュニケーション方略，困り感，相手意識 キーワード：
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話のラリーが続いていることから， の活用はコ

ミュニケーションの継続に効果的であることが考

えられる。さらに，活動後のアンケート調査では，

約７割の学習者は，「役立つ表現集」への意義を感

じていた。どのような学習者がどのような を

活用しているのかを調べるために，英会話の談話

記録内容を基に，分類，分析を行った。以下は，

特に該当人数の多いパターンに焦点をあてたもの

である。 対象 組， 組学習者合計 人

①【役立つ表現 回で，文法全解，会話のラリー

回以上】のパターン（該当人数 人 人）

を 回以上活用しているのは 人（ 人中）

で，その中で会話のラリーも 回以上続いている

学習者は 人である。内 人は文法項目全解だ

った。英語に困り感が少ない学習者も を活用

し，会話を継続していると言える。

表 パターン①の学習者の談話記録

※左は 右が学習者の発話，下線部は を示す。

 
 

 
 
 
 
 
 

相手を意識し，反応の を活用している。アン

ケート調査には，「たくさん会話ができた」と記述

しており，達成感を抱くこともできている。しか

し，今回よりも１学期の活動が良かったとも記述

しており，英語が得意な当該学習者にとって，今

回は物足りなかった可能性がある。時間が長く，

自由に会話できる活動も検討する必要がある。

②【役立つ表現１回，文法間違いあり，会話のラ

リー 回以上】のパターン（該当人数 人 人）

表 パターン②の学習者の談話記録

 

文法の間違いがあるものの，相手の質問を理解

した上で，自分の意見を伝えられている。一方で，

反応の種類が少なく，会話が弾んでいない様子も

窺える。この学習者は，相手の発言を理解できる

程度の文法力はあるため，自然に相づちができる

まで，やりとりの練習を重ねることで，相手意識

をもった会話ができるようになると考える。

③【役立つ表現 回，文法間違いあり，会話のラ

リー 回未満】のパターン（該当人数 人 人）

表 パターン③の学習者の談話記録

長い時間をかけて応答するものの，文法ミスが

見られている。また，質問に答えるのみであり，

会話が一方向となっている。今回のテストとそれ

に向けた練習はためになったかという質問をした

ところ，どちらかといえば当てはまらないと回答

しており，当該学習者にとっては，難易度が高い

ものであった可能性がある。このようなコミュニ

ケーションができるまでに至っていない学習者に

は，パターンプラクティス活動等，学習した文法

を定着させる活動が今後必要であると考える。

実践結果まとめ

以上の学習者例のように， を 回以上活用し

ている学習者は，相手を意識して，会話のラリー

も継続している。一方で， の活用回数が 回未

満の場合は，会話のラリーは続いたとしても，相

手の発言を理解せずに反応をとる，相手への反応

が薄い，といった課題がみられる。学習者の実態

に応じて，指導方法の改善を行い，今後は を活

用し，相手を意識した会話を促したい。

成果と課題

○学習者の様々なレベルごとに本テストの 活

用の有効性の分析を行い，コミュニケーション能

力向上に向けた，今後の指導方法を再検討できた。

●文法に課題があり，コミュニケーションができ

ていない学習者は， の活用は見られず，困り感

は残っていた。この場合は，話す活動より文法指

導を優先すべきなのか検証していく必要がある。

主な引用・参考文献

泉恵美子・門田修平 2016 英語スピーキング指導
ハンドブック 大修館書店

文部科学省 中学校学習指導要領（平成 年告

示）解説外国語編

218 牟　田　知　佳




